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共同利用の内容

•坑内-坑外ネットワークとSINET接続を利用

•地震計等のデータの送信のため

•神岡鉱山坑内の観測点→京大防災研へ



地震活動
(気象庁一元化震源データ)
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気象庁や防災科研を通じてデータ公開



跡津川断層帯

○将来の地震発生の可能性

地震の規模

Ｍ７．９程度

地震発生確率

３０年以内に、ほぼ０％

地震後経過率

０.０６−０．０７

平均活動間隔

約２３００年−２７００年

最新活動時期

１８５８年飛越地震

［地震調査研究推進本部

(2005)］


